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◎古墳群の周溝の様子が分かってきました
　　各古墳の周溝を探す作業が終わりました。周溝は円を描くように墳丘を回っています。
　このことから丸い墳丘を持つ円墳で古墳群が構成されていることが分かりました。
　　6号墳の周溝は浅いところで 10ｃｍ程度ですが、3号墳の周溝は深いところで
     60ｃｍもあります。

◎盛土に覆われていた 2号墳
　　盛土に覆われていて不明だった 2号墳です    
 　が、徐々に昭和 43 年の調査終了時の様子が
　見えてきました。
　　古墳の平坦部では、お棺を収めていた主体
　部は３つあり、それぞれ正確に南北方向に掘
　られていました。
　　周溝は今回初めて発掘調査されます。
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周溝の外側

1度目の堆積

2度目の堆積

（仮）

3号墳北側周溝堆積状況

　3号墳北側周溝が埋まった過程が分かりました。古墳の墳丘は前回示したように、周溝
を掘った土を盛り上げて造られます。古墳が造られて月日が経つと、雨で墳丘が流されて
周溝が埋まります。土層の堆積状況から大きく 2度の墳丘の流出があったことが確認でき
ます。
　遺跡の発掘調査ではこのように土層断面を残して掘削することで、どのようにして埋
まったのか確認することが出来ます。

　　7号墳周溝付近出土の土器棺？
お墓には壺などが転用される場合もあり
ます。胴体部分が下に埋まっています。
破線の部分が周囲と土の色が違います。

　　　　　　7号墳周溝出土壺
こちらは周溝の底から出土しました。
古墳にお供えしたものが壊れています。

壺の口縁部

壺の胴体部分


